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議員全体説明会資料                             令和 7 年 12 月３日  

事 業 推 進 官  

建設部都市計画課   

総務部新庁舎建設・財産管理課  

産業部産業戦略課   

 

  

市役所庁舎跡地・跡施設の利活用策について 

 

１ 経過 

（１）令和６年度まで 

   本市は、令和 2 年 1 月の新庁舎建設場所の発表に際し、現庁舎の建つ八日町周辺から内湾にかけての

地区を、「気仙沼の顔」「外貨を稼ぐ賑わいのまち」と改めて示し、移転への心配を上回る希望が湧くよ

うな積極果敢なまちづくりを行うことを宣言した。 

   その具現化に向け、令和 3 年度、将来のまちを担う世代の方々を中心に官民連携で「気仙沼まちなか

エリアプラットフォーム」を組織し、まちづくりに向けた民間ビジョンである「気仙沼まちなかエリア

未来ビジョン」を策定した。それを基に、特に賑わいの中心となる内湾地区をメインに令和 4 年度に

は、社会実験の実施、検証を経て、官民で共有する取組指針である「気仙沼まちなかエリアビジョン」

をまとめた。 

   更に、令和５年７月には、庁舎跡施設の利活用に向けて、地元住民、周辺事業者、専門家から成る

「三日町八日町・市役所跡地検討ワーキンググループ」を設置し、多くの議論を重ねて「気仙沼市役所

庁舎跡地活用基本構想に向けた提言（案）」を取りまとめ、翌令和６年 11 月、「気仙沼まちなかエリア

推進会議」（※）での承認を得た。 

   本市はそれを受け、地域住民へのアンケートの反映や、更なる修正を加えて、本年 3 月、「気仙沼ま

ちなかエリア推進会議」に「気仙沼市役所跡地活用基本構想（案）」（以下「基本構想（案）」という。）

を示した（資料１）。 

基本構想（案）では、現市役所庁舎に関して、本庁舎は解体し広場化、第二庁舎は民間が活用できな

ければ解体し広場化、ワン・テン庁舎は利活用するものとした。 

このうち、ワン・テン庁舎跡施設（１階及び２階の延べ床面積約 3,700 ㎡、うち共用部分等を除く有

効面積約 2,700 ㎡）の利活用については、地域内外の事業者と意見交換しながら、具体的な導入機能や

事業の担い手を検討するものとしたが、望ましいスキームとして、民間事業体による「ローカルデベロ

ッパー方式」（以下「LD 方式」という。）を挙げ、難しい場合は、市が責任を持ってエリアの特徴や価

値を最大限に引き出せるような利活用を行うことを明記した。 

※ 「気仙沼まちなかエリア推進会議」とは、市長を委員長とし、商工会議所会頭、宮城県気仙沼地方

振興事務所長、地域住民代表、大学教授等から成り、市役所跡施設利活用の全体方針を決定する機

関である。 
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（２）今年度の動向 

  ①基本的な考え方 

上記の通り、基本構想（案）では、ワン・テン庁舎跡施設の利活用に係る望ましいスキームとし

て、LD 方式を挙げている。しかしながら、市役所周辺地区は、福祉施設、医療機関、学習支援施設

が点在し、存続する一方で、商業的な土地利用は縮小の一途を辿ってきた歴史があり、民間による

LD 方式の実現は、相当に困難なものであるのが現実である。そこで、改めて、関係者と現実ベース

での意見交換を実施し、市として再検討を行った。その結果、基本構想（案）にも明記した通り、市

が主体性と責任を持って民間との協働の下、エリアの特徴や価値を最大限に引き出せるような利活用

を行うこととした。 

この市による利活用の検討に当たっては、上記の地区の土地利用の変遷と、本市の標榜するウェル

ビーイングの実現に欠かせない子育て、福祉、教育、まちづくりなどを中心に考えることとするが、

施設全体の価値向上に資する部分的な商業利用についても望ましいものと捉えている。 

 

②おもちゃ美術館 

市によるワン・テン庁舎跡施設の利活用の検討に当たっては、本吉夢プロジェクト委員会で話題に

なっていた「おもちゃ美術館」（資料２）が候補になり得ると考え、話題提供者の了解の下、同館の

市役所跡施設への誘致の可能性について検討を開始した。同館は、東京に運営本部のある NPO 法人

が全国展開している木のおもちゃに特化した体験型ミュージアムであり、本年 1 月に本市が市役所周

辺地区の住民を対象に実施したアンケートにおいても、誘致を求める声のあった施設である。 

おもちゃ美術館に対しては、年度が切り替わった直後の 4 月 9 日、市長以下担当職員が東京の本部

を訪れ、運営総括法人の理事長と会談のうえ、施設（「東京おもちゃ美術館」）の視察を行った。その

結果、市民の共感を得やすい「木育」を主とする当該法人の理念や、本市より人口の少ないまちに立

地しているものも含め、全国で 14 館展開しており、黒字経営のノウハウをもっていること、地域住民

のみならず周辺自治体からも多く集客していること、加えて、地元から多くの住民が運営ボランティ

アである「おもちゃ学芸員」として参加していること等の説明を受け、ワン・テン庁舎跡施設に核施

設として配置することについて、大きな可能性を感じることができた。（資料２） 

そこで次の段階として、翌月の５月 13 日、市は、子育て支援団体関係者や施設完成後の管理・運

営主体として期待する住民有志に同行を願って再訪し、彼らに当該法人の理事長との会談や施設の視

察をしてもらうなどした。そのうえで、ワン・テン庁舎跡施設へのおもちゃ美術館誘致の是非を確認

したところ、全員から進めるべきとの賛意を得ることができた。 

以上を踏まえ、本市はおもちゃ美術館を核施設として進めることの意思を固めるに至り、「気仙沼

まちなかエリア推進会議」のメンバーや、基本構想の策定に協力を頂いた「三日町八日町・市役所跡

地検討コアワーキンググループ」のメンバー等に、個別に本市の意向を説明した。その結果、全員か
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ら賛同が寄せられた。 

このように、地元側関係者の賛意を一通り得たことから、７月 23 日から 24 日まで、おもちゃ美

術館運営総括法人より、理事長をはじめ、幹部と実務責任者らに来訪頂き、実際に現場を視察しても

らったところ、先方からもワン・テン庁舎跡施設への立地を進める意向を示して頂くことができた。

その際、理事長からは、面積 1,000 ㎡から 1,500 ㎡程度の日本一広いおもちゃ美術館を目指していき

ましょうとの提案も頂いたところである。 

なお、木造の第二庁舎については、安全確保を含む改修に多額の費用が見込まれることなどから、

「おもちゃ美術館」としては利用しない意思と併せて、ミニチュア化や部分的な部材利用など、その

存在のアーカイブ化についてアイディアが示された。 

以上から、ワン・テン庁舎跡施設に配置する核施設として、おもちゃ美術館を位置付けるものと

し、そのうえで、おもちゃ美術館以外の施設の配置をはじめ、それらを含めた敷地全体（以下「庁

舎跡施設」という。）についても、統一したコンセプトの下、整備することとする。 

 

２ 庁舎跡施設の利活用の検討に係る推進体制 

   前記のように、ワン・テン庁舎跡施設においては、おもちゃ美術館以外に、同程度の面積に官民双方

の施設の入居が必要であり、また、第二庁舎跡地の広場化においても、施設全体の管理においても、官

民協働が期待される。本事業の検討に当たっては、今年度から子育て支援団体関係者や施設完成後の管

理・運営を期待する住民有志に参画頂いており、本市が責任主体となって進めていくことを基本としつ

つも、おもちゃ美術館以外にワン・テン庁舎跡施設に配置する施設の創造・創出や、そこも含めた敷地

全体の利活用策の創出は、市と民間が双方向で意見交換しながら取り組んでいくものとする。具体的に

は、（ア）アイディア出し、（イ）当該アイディアの検証、（ウ）当該アイディアの実現（成案）、（エ）

成案に基づく設置施設の誘致・選定・運営、のいずれの段階においても、本市が主体性を持ちつつ、官

民協働で進める。 

    

①  官民協働による検討 

既存の意思決定機関である「気仙沼まちなかエリア推進会議」の下に、今年度検討に加わった民間

メンバーを中心とする「気仙沼市庁舎跡地・跡施設利活用等官民検討委員会」（以下「官民検討委員

会」という。事務局は市が担当）を設け、官民協働により、庁舎跡施設全体の在り方について検討を

進めるものとした(10 月 14 日付け設置)。これは、上記メンバーに検討して頂く場をオーソライズする

ことにより、メンバーの立場を明確化し、議論しやすい環境を整えることを目的とするものである。 

また、これまで跡施設の利活用の検討に参画し、基本構想の策定に協力を頂いてきた「三日町八日

町・市役所跡地活用検討ワーキンググループ」のメンバーにも、必要に応じ意見を聴きながら進める

ものとする。 

なお、詳細は近日中に公表するが、上記メンバー以外で、御自身の「リスク＆アカウント」を前提

に、ワン・テン庁舎跡施設で展開したい事業アイディアを有し、官民の検討に参画する希望のある方

については、1 月末まで申し出を受け付ける。採否については、構想する事業計画の内容、当該事業
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に対する意欲や資金確保の見通しなどを詳しく伺わせて頂いたうえで、その実現性をよく見定めなが

ら決定するものとする。 

 

②  庁内検討の在り方    

民間メンバーとの協働による検討に当たり、特に、庁舎跡施設へのおもちゃ美術館以外の施設の配

置については、民間の提案は元より、市の施策であるウェルビーイング実現の仕掛けの一つとして、

子育て、福祉、教育、まちづくりの観点を主に、庁内関係部署が各々展開したい機能や施設の具現化

に向けたアイディアを提案するものとする。 

一方、 

・アイディアの実現及びアイディアに基づく設置施設の運営については、ハードの整備や財源の確   

保などが関係し、市の組織的な対応が必要とされること 

・アイディア出し及びアイディアの検証も含め、全体として市の施策との整合性を図る必要がある

こと 

・全庁的な推進体制を確立する必要があること 

等の理由から、副市長を委員長、事業推進官を委員長代行、震災復興・企画部長及び建設部長を副

委員長、各部長を委員とする「気仙沼市庁舎跡地・跡施設利活用検討委員会」（以下「庁内検討委員

会」という。）を 10 月 14 日付で設置した。 

また、庁内検討委員会に、その下部組織の実動部隊として、事業推進官を部会長、震災復興・企画

課長及び都市計画課長を副部会長、関係課長を部会員とする「気仙沼市庁舎跡地・跡施設利活用庁内

検討部会」を設置し、実務的な対応に当たるものとしたところである。 

 

（注）①の「官民検討委員会」及び②の「庁内検討委員会」におけるそれぞれの役割及び業務の流れは次

の通り。 

・上記（ア）のアイディア出しは、自由な発想の下、官民協働で行う。 

・市側のアイディアは、関係部署や職員個人が素案を創出し、官民検討委員会の俎上に載せる

が、実現に結び付くものについては、最終的に「庁内検討委員会」の承認を経るものとする。 

・官民がそれぞれ提案したアイディアは、上記（イ）の検証段階として、「官民検討委員会」で必

要な調査に基づき議論し、擦り合わせて、調整を行う。 

・その結果を受け、市は「庁内検討委員会」において最終的な検討を行い、上記（ウ）のアイデ

ィアの実現に向けた取組（制度上の課題のクリア、財源の確保等）を行う。 

・最終段階の上記（エ）の成案に基づく設置施設の誘致・選定・運営については、「官民検討委員

会」と調整しながら、「庁内検討委員会」で最終的に決定する。基本的に運営主体は民間を追求

する。 

 

以上の流れで庁舎跡施設の利活用事業を推進していくことを想定しているが、事業全体の推進

及び進捗管理は、事業推進官及び都市計画課が責任を持って所掌する。 

併せて、「官民検討委員会」及び「庁内検討委員会」の事務局は、事業推進官及び都市計画課が   

担うものとする。なお、事業推進官は、「庁内検討委員会」においては、委員長代行及び部会長も
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併せ担う。 

 

３ 今後検討すべき事項 

   以下の事項について、今後調整のうえ適宜検討を進めていく。 

なお、官民検討委員会において検討対象とするのは、アンダーラインを付した事項となる。その際の

進め方としては、上記の通り官民協働で進めることを基本としつつも、庁舎跡施設が市の施設である点

を踏まえ、市が主体性を持って取り組むものである。特に③については、おもちゃ美術館専属チームの

デザイナー等の意見を聞きながら、市の担当部署が中心的な役割を担うものとする。 

① 対おもちゃ美術館運営総括法人関係 

・協定締結、契約締結、「おもちゃ美術館整備基本構想」の策定並びにおもちゃ美術館及びワン・

テン庁舎跡施設の基本設計・実施設計の実施（※１） 

② 全体デザインの調製 

・跡地に整備する広場を含む全体の基本設計・実施設計の実施（※２） 

・事業全体の総括及び工程管理、工事全体及び敷地全体を対象とするデザイン整備（全体費用、財

源など）(※３) 

・第二庁舎解体の是非の判断（資料３） 

③ 配置施設の創出 

・おもちゃ美術館以外にワン・テン庁舎跡施設内に配置する施設の創造・創出、共有部分の統一仕

様の検討 

④ 住民広報施策である「移動おもちゃ美術館」の内容の検討及び実施 

⑤ 「ウッドスタート宣言（※４）」に伴う取組 

⑥ 財源の確保（国の交付金の確保） 

⑦ 完成後の施設の管理・運営の在り方の検討 

  ※１ 全館を統一した意匠とすべく、おもちゃ美術館運営総括法人と現在、本市がワン・テン庁舎跡施

設内に整備する「おもちゃ美術館」に加え、ワン・テン庁舎跡施設全体の整備基本構想、基本設計

及び実施設計についても委託する方向で調整中 

  ※２ 跡地に整備する広場を含む敷地全体の基本設計・実施設計についても、おもちゃ美術館運営総括

法人に委託する方向で調整中。その場合、「おもちゃ美術館整備基本構想」他に包含する。なお、

同法人では、当該業務の遂行に当たり、関連業者に再委託のうえ実施する予定 

  ※３ 全体デザインの調製は、おもちゃ美術館運営総括法人に委託する部分（例えば、上記※２に記載

した事項など）と、コンサルに委託する部分とが生じ得る。両者の所掌範囲は、今後市も入った３

者で調整するが、その際、技術者の配置など、本市が定める同種同規模業務の基準も踏まえながら

判断する。 

※４「ウッドスタート宣言」とは、例えばファーストトイ（赤ちゃんの誕生をきっかけに、地域の木材

を活用した木製おもちゃ[デザインから製作まで約２年間の期間を要する]）を贈ることで、子育て

環境に木のぬくもりを取り入れ、森林や自然への関心を育む木育を目的とした取組 
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４ 当面の予定 

   12 月 3 日         ・議員全体説明会 

1 月 10 日～11 日  ・木育キャラバン「移動おもちゃ美術館」の開催 

・ウッドスタート宣言及び連携協定調印式 

  2 月末      ・ワン・テン庁舎構造検討調査完了 

  3 月末      ・敷地全体の地形測量調査完了 

 

５ 年度スケジュール（主にハード面）（資料４） 

  令和  7 年度   ・基礎調査（地形測量調査、ワン・テン庁舎構造検討・設備現況調査） 

  令和  8 年度   ・おもちゃ美術館運営総括法人と「おもちゃ美術館整備基本構想」の策定支援等に

係る契約締結 

            ・「おもちゃ美術館整備基本構想」の策定及びそれに基づく「おもちゃ美術館を含

む全体の基本設計」の実施 

  令和  9 年度   ・跡施設全体の整備に係る実施設計完了 

           ・「(仮)気仙沼おもちゃ美術館」運営法人の設立 

  令和 10 年度当初 ・工事着手 

  令和 11 年度   ・ワン・テン庁舎部分オープン 

  令和 12 年度以降 ・広場を含む全体オープン 

※ 上記スケジュールは、現時点の見込みであり、可能な限り前倒し実施に努めるものとする。 

 

６ その他 

  ・全体事業費については、「おもちゃ美術館整備基本構想」及びそれに基づく「おもちゃ美術館を含む

全体の基本設計」を経た時点で、概算額が明確となる予定である。 


